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〔参 考 資 料〕

○「山梨県地震被害想定調査報告書（平成８年）」

第１ 想定地震

中央市に被害を及ぼす地震としては、「東海地震」、「南関東直下プレート境界地震（南関東直下

型地震）」、「山梨県内及び県境に存在する活断層による地震」の３種類の地震が想定される。

１ 東海地震

東海地震は、駿河トラフを震源とする地震で、前回の東海地震からすでに150年が経過してい

ることや東海地震周辺の各種の測地測量結果から、近い将来の発生が懸念されている。

このため、昭和53年、大規模地震対策特別措置法が制定され、県下では56市町村が東海地震が

発生した場合に震度６弱以上になると予想される地域として「地震防災対策強化地域」に指定さ

れた。

なお、政府・中央防災会議は、平成13年に22年ぶりに東海地震の想定震源域の見直しを行うと

ともに、これに伴い、平成14年４月24日付けで全国で96市町村を新たに「地震防災強化地域」に

指定した。県内では５町村が追加指定され、これで県下では丹波山村及び小管村の２村を除く全

ての市町村が「地震防災強化地域」に指定されたこととなった。

２ 南関東直下プレート境界地震（南関東直下型地震）

南関東地域で相模トラフ沿いのプレート境界で発生が予想される地震。設定地震モデルとし

て、山梨県、神奈川県の県境を震源とした地震を設定した。

３ 活断層による地震

山梨県内及び県境に存在する活断層による地震としては、次の地震が想定される。

釜無川断層地震 山梨県と長野県を結ぶ交通の要衝に位置し、地震発生によ

り山梨県に及ぼす被害が大きいと予想される地震

藤の木愛川断層地震 山梨県と東京都を結ぶ交通の要衝に位置し、地震発生によ

り山梨県に及ぼす被害が大きいと予想される地震

曽根丘陵断層地震 甲府の近くに位置し、地震発生により甲府に被害を及ぼす

と考えられる地震

糸魚川―静岡構造線地震 日本を代表する活断層であり、この断層が動くことによ

り、かなり大きな規模の地震発生が予想され、山梨県に被害

を及ぼすと予想される地震

※１ 活断層とは、地質時代に繰り返し活動してきた断層のことであり、千年から一万年の周期で活動し、将

来も地震を発生させる可能性のある断層をいう。

※２ 調査対象とした断層は、発生した場合山梨県に及ぼす被害が大きいと予測されるものであり、地震発生

の可能性が高いことを示すものではない。

第２ 被害想定
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県は、山梨県への大規模な被害を及ぼす地震を想定し、その物的・人的被害を予測し、各種デー

タや想定結果を地域防災計画等に活用する目的で被害想定の調査を実施し、平成８年３月に「山梨

県地震被害想定調査報告書」を発表した。

１ 想定地震の概要等

想定地震の概要は、次のとおりである。

(1) 想定地震の規模

想 定 地 震 マグニチュード 震 央 位 置

東 海 地 震 8.0 北緯 35.15

東経 138.70

駿河湾湾口

南関東直下プレート境界地震 7.0 北緯 35.40

東経 139.09

山梨県、神奈川県の県境

想 定 地 震 マグニチュード

釜 無 川 断 層 地 震 7.4

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 7.0

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 6.1

糸魚川―静岡構造線地震 7.0

(2) 前提条件

被害想定は、次の条件を前提とした。

① 山梨県を500ｍ×500ｍのメッシュに切り、被害想定を行う。

② 火災発生の危険性が最も高い冬の夕方６時を想定する。

③ 南関東直下プレート境界地震は、東京都多摩地区直下を震源とした地震（Ｍ７）、山梨県、神奈川県

の県境を震源とした地震（Ｍ９）、神奈川県西部を震源とした地震（Ｍ14）の３つのモデルがあるが、

Ｍ７、Ｍ14モデルはＭ９モデルに比べて地震動がかなり小さく、山梨県下に与える被害は少ないた

め、地震動・液状化以外の想定ではＭ９モデルのみについて想定した。

④ 本想定は、地震による物的被害、人的・社会被害を定量的に想定することを基本とするが、十分な

データの不足等のために定量化が不可能な項目に関しては定性的な評価を行うものとする。

(3) 想定項目

県は、次の項目について想定を行った。

ア 地震動、液状化、崖等被害

イ 建築物被害

ウ 火災被害

エ 供給施設被害

オ 交通施設被害

カ 人的・社会的機能被害
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(4) 想定地震の位置

（※東海地震は平成８年３月時点）
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２ 想定結果

本市における想定結果は、次のとおりである。

(1) 地震動

６つの想定地震のうち、本市に最も影響を及ぼすとされる地震は、「釜無川断層地震」で地

表加速度は本市の全地域で400gal以上となっており、地表速度は本市の全域で50kine以上と

なっている。また、震度は全域で、震度６強が想定されている。

次に影響を及ぼすとされる地震は「曽根丘陵断層地震」で、地表加速度は本市の全域で400

gal以上、地表速度は全域で50kine以上となっている。震度は本市の全域で震度６強と想定さ

れている。（別表―１参照）

(2) 建築物

６つの想定地震の想定結果からすると、本市における地震による建築物の被害要因は、液状

化によるものでなく、震動によるものとされる。このうち本市に最も影響を及ぼすとされる地

震は「曽根丘陵断層地震」で、全壊2,139棟、半壊2,058棟、合わせて4,197棟と、全体の45.0％

の建築物が被災するとされている。

次に影響を及ぼすとされる地震は「釜無川断層地震」で、全壊2,009棟、半壊2,068棟、合わ

せて4,077棟と、全体の43.7％が被災するとされている。（別表―２(1)～(3)参照）

(3) 地震火災

地震による出火はさほど多いとは想定されておらず、想定地震の中で全出火件数が最も多い

地震は共に11棟の「釜無川断層地震」と「曽根丘陵断層地震」であるが、焼失棟数はそれぞれ

219棟、８棟となっている。（別表―３参照）

(4) 供給処理施設

電力供給施設については、いずれの想定地震も物的被害は少ないものの、停電契約口率は高

く、約半数の世帯で停電被害が発生するとされている。

上水道被害では、断水率が最も高いものが「釜無川断層地震」の約53.4％、次に「曽根丘陵

断層地震」の約53.2％であり、最も低い「南関東直下プレート境界地震」でも約25.3％と、全

般的に高い断水率となっている。（別表―４(1)～(7)参照）

(5) 人的被害

死傷者が最も多く発生すると想定されているのは二つあり、「釜無川断層地震」では、死者

102人、重傷者84人、軽傷者914人と想定されている。「曽根丘陵断層地震」では、死者102人、

重傷者80人、軽傷者915人となっている。

本市における死傷原因は、建物の倒壊によるものがほとんどで、火災によるものは少ない。

（別表―５(1)～(2)参照）

(6) 社会機能被害

地震によって居住困難となる住居制約は、「釜無川断層地震」では3,188世帯、次いで「曽根

丘陵断層地震」では3,084世帯が住居が制約されると想定されている。

また、医療制約についても６つの想定地震において、ライフライン被害による機能低下のあ

る、なしにかかわらず、大幅な支障が生じるとされている。（別表―６(1)～(2)参照）

３ 想定結果に基づく本市の取組み

「２ 想定結果」によると、本市に最も被害をもたらすと想定される地震は、「釜無川断層地
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震」である。人的被害は、死者102人、重傷者84人、軽傷者915人、次いで「曽根丘陵断層地震」

も、これにほぼ匹敵する被害が想定されており、その被害のほとんどが建物倒壊によるものとさ

れ、火災による死傷者は、わずかしか想定されていない。これは、本市の建築物の多くが木造建

築物であることによる。このため、他の断層による地震や東海地震についても同様の結果となっ

ている。

したがって、市においては、被害想定結果を本市の地震防災対策を推進する上での目安とし

て、公共建築物、特に防災上重要となる施設の耐震化を図るとともに、住民に対して住宅の耐震

化の必要性を広報紙等を通して周知を図るものとする。

別表

１ 地震動

区分

想定地震

地 表 最 大 加 速 度

（gal）

地 表 最 大 速 度

（kine）
震 度

東 海 地 震 全域 300～400
北部の一部地域 30～40

その他地域 40～50
全域 震度６弱

南関東直下プレート境

界地震（Ｍ７）
全域 100～200 全域 10～20 全域 震度５強

南関東直下プレート境

界地震（Ｍ９）

東部地域 300～400

南部地域 200～300
全域 30～40 全域 震度６弱

南関東直下プレート境

界地震（Ｍ14）
全域 100～200 全域 10～20 全域 震度５強

釜無川断層地震 全域 400以上 全域 50以上 全域 震度６強

藤の木愛川断層地震 全域 400以上
東部の一部地域 50以上

その他地域 40～50
全域 震度６強

曽根丘陵断層地震 全域 400以上 全域 50以上 全域 震度６強

糸魚川―静岡構造線地

震
全域 400以上

北部の一部地域 50以上

その他地域 40～50
全域 震度６強

２ 建築物

(1) 本市の構造種別毎の建物棟数

地 区 木 造 ＲＣ・ＳＲＣ造 Ｓ 造 軽 量 Ｓ 造 そ の 他 総 棟 数

田富 3,805棟 86棟 542棟 371棟 35棟 4,839棟

玉穂 2,188棟 61棟 451棟 210棟 34棟 2,944棟

豊富 1,256棟 43棟 100棟 76棟 72棟 1,547棟

(2) 建築物被害想定結果

液 状 化 に よ る 被 害 振 動 に よ る 被 害 全 体 被 害
地
区

全 壊 半 壊 り 災 全 壊 半 壊 り 災 全 壊 半 壊 り 災

０棟 ０棟 ０棟 123棟 832棟 955棟 123棟 832棟 955棟
東 海 地 震

（0.0％） （0.0％） （0.0％） （2.5％）（17.2％）（19.7％）（2.5％）（17.2％）（19.7％）

０棟 ０棟 ０棟 18棟 267棟 285棟 18棟 267棟 285棟南関東直下プ

レート境界地震 （0.0％） （0.0％） （0.0％） （0.4％） （5.5％） （5.9％） （0.4％） （5.5％） （5.9％）
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０棟 ０棟 ０棟 961棟 1,082棟 2,043棟 961棟 1,082棟 2,043棟
釜無川断層地震

（0.0％） （0.0％） （0.0％）（19.9％）（22.4％）（42.2％）（19.9％）（22.4％）（42.2％）

０棟 ０棟 ０棟 123棟 832棟 955棟 123棟 832棟 955棟藤の木愛川断層

地震 （0.0％） （0.0％） （0.0％） （2.5％）（17.2％）（19.7％）（2.5％）（17.2％）（19.7％）

０棟 ０棟 ０棟 890棟 1,067棟 1,957棟 890棟 1,067棟 1,957棟曽根丘陵断層地

震 （0.0％） （0.0％） （0.0％）（18.4％）（22.1％）（40.4％）（18.4％）（22.1％）（40.4％）

０棟 ０棟 ０棟 123棟 832棟 955棟 123棟 832棟 955棟

田

富

糸魚川―静岡構

造線地震 （0.0％） （0.0％） （0.0％） （2.5％）（17.2％）（19.7％）（2.5％）（17.2％）（19.7％）

０棟 ０棟 ０棟 54棟 361棟 415棟 54棟 361棟 415棟
東 海 地 震

（0.0％） （0.0％） （0.0％） （1.8％）（12.3％）（14.1％）（1.8％）（12.3％）（14.1％）

０棟 ０棟 ０棟 9棟 105棟 114棟 ９棟 105棟 114棟南関東直下プ

レート境界地震 （0.0％） （0.0％） （0.0％） （0.3％） （3.6％） （3.9％） （0.3％） （3.6％） （3.9％）

０棟 ０棟 ０棟 484棟 628棟 1,112棟 484棟 628棟 1,112棟
釜無川断層地震

（0.0％） （0.0％） （0.0％）（16.4％）（21.3％）（37.8％）（16.4％）（21.3％）（37.8％）

０棟 ０棟 ０棟 188棟 529棟 717棟 188棟 529棟 717棟藤の木愛川断層

地震 （0.0％） （0.0％） （0.0％） （6.4％）（18.0％）（24.4％）（6.4％）（18.0％）（24.4％）

０棟 ０棟 ０棟 528棟 632棟 1,160棟 528棟 632棟 1,160棟曽根丘陵断層地

震 （0.0％） （0.0％） （0.0％）（17.9％）（21.5％）（39.4％）（17.9％）（21.5％）（39.4％）

０棟 ０棟 ０棟 75棟 483棟 558棟 75棟 483棟 558棟

玉

穂

糸魚川―静岡構

造線地震 （0.0％） （0.0％） （0.0％） （2.5％）（16.4％）（19.0％）（2.5％）（16.4％）（19.0％）

０棟 ０棟 ０棟 213棟 341棟 554棟 213棟 341棟 554棟
東 海 地 震

（0.0％） （0.0％） （0.0％）（13.8％）（22.0％）（35.8％）（13.8％）（22.0％）（35.8％）

０棟 ０棟 ０棟 51棟 265棟 316棟 51棟 265棟 316棟南関東直下プ

レート境界地震 （0.0％） （0.0％） （0.0％） （3.3％）（17.1％）（20.4％）（3.3％）（17.1％）（20.4％）

０棟 ０棟 ０棟 564棟 358棟 922棟 564棟 358棟 922棟
釜無川断層地震

（0.0％） （0.0％） （0.0％）（36.5％）（23.1％）（59.6％）（36.5％）（23.1％）（59.6％）

０棟 ０棟 ０棟 398棟 357棟 755棟 398棟 357棟 755棟藤の木愛川断層

地震 （0.0％） （0.0％） （0.0％）（25.7％）（23.1％）（48.8％）（25.7％）（23.1％）（48.8％）

０棟 ０棟 ０棟 721棟 359棟 1,080棟 721棟 359棟 1,080棟曽根丘陵断層地

震 （0.0％） （0.0％） （0.0％）（46.6％）（23.2％）（69.8％）（46.6％）（23.2％）（69.8％）

０棟 ０棟 ０棟 213棟 341棟 554棟 213棟 341棟 554棟

豊

富

糸魚川―静岡構

造線地震 （0.0％） （0.0％） （0.0％）（13.8％）（22.0％）（35.8％）（13.8％）（22.0％）（35.8％）

(3) 崖の崩壊による被害棟数

地 区 東 海 地 震

南関東直下

プレート境

界地震

釜無川断層

地 震

藤の木愛川

断層地震

曽根丘陵断

層地震

糸魚川―静

岡構造線地

震

田富 ０棟 ０棟 ０棟 ０棟 ０棟 ０棟

玉穂 ０棟 ０棟 ０棟 ０棟 ０棟 ０棟

豊富 ３棟 ３棟 ３棟 ３棟 ３棟 ３棟
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３ 地震火災の状況

出 火 件 数（棟）

地区 全 出 火

件 数

炎上出火

件 数

木造出火

件 数

消火件数

（棟）

木 造 残

火 災

件 数

（棟）

焼 失

棟 数

（棟）

東 海 地 震 １ １ １ １ ０ ２

南関東直下プレー

ト境界地震
１ ０ ０ ０ ０ ０

釜無川断層地震 ６ ３ ３ ２ １ 89

藤の木愛川断層地

震
２ １ １ １ ０ ２

曽根丘陵断層地震 ５ ３ ３ ３ ０ ０

田 富

糸魚川―静岡構造

線地震
２ １ １ １ ０ ２

東 海 地 震 １ ０ ０ ０ ０ ０

南関東直下プレー

ト境界地震
０ ０ ０ ０ ０ ０

釜無川断層地震 ３ ２ ２ １ １ 128

藤の木愛川断層地

震
２ １ １ １ ０ ２

曽根丘陵断層地震 ３ ２ ２ ２ ０ ４

玉 穂

糸魚川―静岡構造

線地震
１ １ １ １ ０ ２

東 海 地 震 １ １ １ １ ０ ２

南関東直下プレー

ト境界地震
０ ０ ０ ０ ０ ０

釜無川断層地震 ２ １ １ １ ０ ２

藤の木愛川断層地

震
２ １ １ １ ０ ２

曽根丘陵断層地震 ３ ２ ２ ２ ０ ４

豊 富

糸魚川―静岡構造

線地震
１ １ １ １ ０ ２

４ 供給処理施設

(1) 地中配電線の物的被害量・被害率

地 区 東 海 地 震

南関東直下

プレート境

界地震

釜無川断層

地震

藤の木愛川

断層地震

曽根丘陵断

層地震

糸魚川―静

岡構造線地

震

被 害 亘 長 4.38ｍ 4.38ｍ 4.38ｍ 4.38ｍ 4.38ｍ 4.38ｍ

（被害条数） (1) (1) (1) (1) (1) (1)田 富

被 害 率 0.150％ 0.150％ 0.150％ 0.150％ 0.150％ 0.150％

被 害 亘 長 2.48ｍ 2.48ｍ 2.48ｍ 2.48ｍ 2.48ｍ 2.48ｍ
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玉 穂 （被害条数） (1) (1) (1) (1) (1) (1)

被 害 率 0.150％ 0.150％ 0.150％ 0.150％ 0.150％ 0.150％

被 害 亘 長 0.69ｍ 0.69ｍ 0.69ｍ 0.69ｍ 6.33ｍ 0.69ｍ

（被害条数） (1) (1) (1) (1) (1) (1)豊 富

被 害 率 0.150％ 0.150％ 0.150％ 0.150％ 0.963％ 0.150％

注 本市の設備亘長＝5,231ｍ

(2) 電柱の物的被害量・被害率

地 区 東 海 地 震

南関東直下

プレート境

界地震

釜無川断層

地震

藤の木愛川

断層地震

曽根丘陵断

層地震

糸魚川―静

岡構造線地

震

被 害 本 数 16.97本 16.97本 16.97本 16.97本 16.97本 16.97本
田 富

被 害 率 0.47％ 0.47％ 0.47％ 0.47％ 0.47％ 0.47％

被 害 本 数 9.63本 9.63本 9.63本 9.63本 9.63本 9.63本
玉 穂

被 害 率 0.47％ 0.47％ 0.47％ 0.47％ 0.47％ 0.47％

被 害 本 数 2.66本 2.66本 2.66本 2.66本 12.18本 2.66本
豊 富

被 害 率 0.33％ 0.33％ 0.33％ 0.33％ 1.5％ 0.33％

注 本市の設備本数＝6,468本

(3) 架空配電線の物的被害量・被害率

地 区 東 海 地 震

南関東直下

プレート境

界地震

釜無川断層

地震

藤の木愛川

断層地震

曽根丘陵断

層地震

糸魚川―静

岡構造線地

震

被 害 亘 長 0.32㎞ 0.32㎞ 0.32㎞ 0.32㎞ 0.32㎞ 0.32㎞

（被害条数） (9) (9) (9) (9) (9) (9)田 富

被 害 率 0.232％ 0.232％ 0.232％ 0.232％ 0.232％ 0.232％

被 害 亘 長 0.18㎞ 0.18㎞ 0.18㎞ 0.18㎞ 0.18㎞ 0.18㎞

（被害条数） (5) (5) (5) (5) (5) (5)玉 穂

被 害 率 0.232％ 0.232％ 0.232％ 0.232％ 0.232％ 0.232％

被 害 亘 長 0.05㎞ 0.05㎞ 0.05㎞ 0.05㎞ 0.23㎞ 0.05㎞

（被害条数） (2) (2) (2) (2) (7) (2)豊 富

被 害 率 0.161％ 0.161％ 0.161％ 0.161％ 0.742％ 0.161％

注 本市の設備亘長＝247㎞

(4) 停電契約口数・停電契約口率

地 区 東 海 地 震

南関東直下

プレート境

界地震

釜無川断層

地震

藤の木愛川

断層地震

曽根丘陵断

層地震

糸魚川―静

岡構造線地

震

停電契約口数 4,271口 4,271口 4,271口 4,271口 4,271口 4,271口
田 富

停電契約口率 52.01％ 52.01％ 52.01％ 52.01％ 52.01％ 52.01％

停電契約口数 2,419口 2,419口 2,419口 2,419口 2,419口 2,419口
玉 穂

停電契約口率 51.89％ 51.89％ 51.89％ 51.89％ 51.89％ 51.89％
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停電契約口数 750口 750口 750口 750口 1,611口 750口
豊 富

停電契約口率 40.56％ 40.56％ 40.56％ 40.56％ 87.14％ 40.56％

注 本市の契約口数＝14,722口

(5) 上水道・簡易水道物的被害量・被害率（導水管・送水管・配水管）

導 水 管 送 水 管 配 水 管
導水管＋送水管＋配水

管
地

区
設 備

延 長

㎞

被害箇

所数

箇所

被 害 率

箇所/㎞

設 備

延 長

㎞

被害箇

所数

箇所

被 害 率

箇所/㎞

設 備

延 長

㎞

被害箇

所数

箇所

被 害 率

箇所/㎞

設 備

延 長

㎞

被害箇

所数

箇所

被 害 率

箇所/㎞

東 海 地 震 0.3 1.3 3.81 0.0 0.1 3.64 87.7 134.9 1.54 88.0 136.3 1.55

南関東直下プ

レート境界地

震

0.3 0.8 2.38 0.0 0.1 2.29 87.7 84.2 0.96 88.0 85.1 0.97

釜無川断層地

震
0.3 3.4 10.24 0.0 0.3 9.82 87.7 362.7 4.14 88.0 366.4 4.16

藤の木愛川断

層地震
0.3 1.7 5.00 0.0 0.1 4.79 87.7 177.2 2.02 88.0 178.9 2.03

曽根丘陵断層

地震
0.3 3.3 9.79 0.0 0.3 9.39 87.7 346.7 3.96 88.0 350.2 3.98

田

富

糸魚川―静岡

構造線地震
0.3 1.6 4.95 0.0 0.1 4.75 87.7 175.5 2.00 88.0 177.3 2.01

東 海 地 震 0.4 0.1 0.25 1.3 0.5 0.41 39.6 32.3 0.82 41.2 32.9 0.80

南関東直下プ

レート境界地

震

0.4 0.1 0.17 1.3 0.4 0.28 39.6 22.0 0.55 41.2 22.4 0.54

釜無川断層地

震
0.4 0.2 0.62 1.3 1.3 1.00 39.6 78.7 1.99 41.2 80.2 1.95

藤の木愛川断

層地震
0.4 0.2 0.39 1.3 0.8 0.64 39.6 50.4 1.27 41.2 51.4 1.25

曽根丘陵断層

地震
0.4 0.3 0.69 1.3 1.4 1.12 3.96 88.1 2.23 41.2 89.8 2.18

玉

穂

糸魚川―静岡

構造線地震
0.4 0.1 0.30 1.3 0.6 0.49 39.6 38.9 0.98 41.2 39.6 0.96

東 海 地 震 0.0 0.0 ― 6.0 27.4 4.61 27.0 167.5 6.21 32.9 195.0 5.92

南関東直下プ

レート境界地

震

0.0 0.0 ― 6.0 18.2 3.06 27.0 111.4 4.13 32.9 129.6 3.94
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釜無川断層地

震
0.0 0.0 ― 6.0 60.4 10.14 27.0 368.9 13.68 32.9 429.3 13.04

藤の木愛川断

層地震
0.0 0.0 ― 6.0 40.8 6.85 27.0 249.0 9.23 32.9 289.8 8.80

曽根丘陵断層

地震
0.0 0.0 ― 6.0 81.5 13.68 27.0 497.6 18.45 32.9 579.1 17.59

豊

富

糸魚川―静岡

構造線地震
0.0 0.0 ― 6.0 26.0 4.36 27.0 158.7 5.88 32.9 184.7 5.61

(6) 上水道・簡易水道断水世帯数・断水世帯率

地 区 東 海 地 震

南関東直下

プレート境

界地震

釜無川断層

地震

藤の木愛川

断層地震

曽根丘陵断

層地震

糸魚川―静

岡構造線地

震

断 水 世 帯 数 1,557 1,221 3,066 1,837 2,960 1,826
田 富

断 水 世 帯 率 32.34％ 25.36％ 63.67％ 38.15％ 61.47％ 37.93％

断 水 世 帯 数 725 629 1,160 895 1,248 787
玉 穂

断 水 世 帯 率 23.61％ 20.47％ 37.77％ 29.13％ 40.64％ 25.63％

断 水 世 帯 数 825 591 930 930 930 788
豊 富

断 水 世 帯 率 88.68％ 63.56％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 84.74％

注 本市の世帯数＝8,817世帯

ボ ン ベ 転 倒 戸 数 ガ ス 漏 れ 戸 数地
区 一 般 家 庭 業 務 用 合 計 一 般 家 庭 業 務 用 合 計

田 富 235 ０ 235 168 ０ 168

玉 穂 156 ０ 156 112 ０ 112

豊 富 42 ０ 42 30 ０ 30

(7) ＬＰガス物的被害（機能支障）予測結果

５ 人的被害

(1) 本市の人口データ

地区 人 口 世 帯 数
１世帯当たり

人口
人 口 密 度

65歳以上の人

口
外国人登録数

田 富 15,674 5,043 3.11 1,461.8 1,238 101

玉 穂 9,462 3,691 2.56 1,014.0 711 67

豊 富 3,409 915 3.73 251.3 628 １

注 人口（夜間人口）、世帯数、１世帯当たり人口＝平成７年国勢調査結果

人口密度、65歳以上の人口、外国人登録数＝平成２年国勢調査結果
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(2) 死傷者の想定結果

死 者 数 重 傷 者 軽 傷 者地

区
建物

倒壊
火災

崖崩

れ
計

建物

倒壊
火災

崖崩

れ
計

建物

倒壊
火災

崖崩

れ
計

東海地震（予知なしの場合） ６ ０ ０ ６ 22 ０ ０ 22 259 ０ １ 260

南関東直下プレート境界地震 １ ０ ０ １ 10 ０ ０ 10 112 ０ １ 113

釜 無 川 断 層 地 震 44 ３ ０ 47 43 ２ ０ 45 494 ７ ０ 501

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 ６ ０ ０ ６ 22 ０ ０ 22 259 ０ ０ 259

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 41 ０ ０ 41 42 ０ ０ 42 479 ０ ０ 479

田

富

糸魚川―静岡構造線地震 ６ ０ ０ ６ 22 ０ ０ 22 259 ０ ０ 259

東海地震（予知なしの場合） ２ ０ ０ ２ ９ ０ ０ ９ 103 ０ ０ 103

南関東直下プレート境界地震 ０ ０ ０ ０ ４ ０ ０ ４ 42 ０ ０ 42

釜 無 川 断 層 地 震 18 ５ ０ 23 19 ４ ０ 23 224 10 ０ 234

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 ７ ０ ０ ７ 14 ０ ０ 14 157 ０ ０ 157

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 20 ０ ０ 20 20 ０ ０ 20 232 ０ ０ 232

玉

穂

糸魚川―静岡構造線地震 ３ ０ ０ ３ 11 ０ ０ 11 126 ０ ０ 126

東海地震（予知なしの場合） 12 ０ ０ 12 10 ０ ０ 10 115 ０ １ 116

南関東直下プレート境界地震 ３ ０ ０ ３ 6 ０ ０ 6 71 ０ １ 72

釜 無 川 断 層 地 震 32 ０ ０ 32 16 ０ ０ 16 178 ０ １ 179

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 23 ０ ０ 23 13 ０ ０ 13 151 ０ １ 152

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 41 ０ ０ 41 18 ０ ０ 18 203 ０ １ 204

豊

富

糸魚川―静岡構造線地震 12 ０ ０ 12 10 ０ ０ 10 115 ０ １ 116

６ 社会機能被害

(1) 住居制約の想定結果

住 居 制 約 （参考）

地区
住居制約世帯数 住 居 制 約 者 数

ライフ ライン支

障 世 帯 数

東 海 地 震 564 1,753 435

南関東直下プレート境界地震 158 491 372

釜 無 川 断 層 地 震 1,630 5,066 652

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 564 1,753 513

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 1,488 4,625 656

田富

糸 魚 川 ― 静 岡 構 造 線 地 震 564 1,753 510

東 海 地 震 294 754 241

南関東直下プレート境界地震 77 197 222

釜 無 川 断 層 地 震 1,118 2,866 292

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 569 1,459 273

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 1,062 2,722 321

玉穂

糸 魚 川 ― 静 岡 構 造 線 地 震 399 1,023 253

東 海 地 震 227 846 183

南関東直下プレート境界地震 109 406 154
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釜 無 川 断 層 地 震 440 1,639 143
豊富

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 342 1,274 172

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 534 1,990 114

糸 魚 川 ― 静 岡 構 造 線 地 震 228 849 175

(2) 医療制約の想定結果

ライフライン被害による機能

低下なしの場合

ライフライン被害による機能

低下30％の場合地区

入院対応能力 外来対応能力 入院対応能力 外来対応能力

東 海 地 震 －３ －259 －５ －259

南関東直下プレート境界地震 ９ －112 ８ －112

釜 無 川 断 層 地 震 －27 －501 －301 －501

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 －３ －259 －５ －259

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 －24 －479 －27 －479

田 富

糸 魚 川 ― 静 岡 構 造 線 地 震 －３ －259 －５ －259

東 海 地 震 86 633 79 581

南関東直下プレート境界地震 91 694 85 649

釜 無 川 断 層 地 震 70 484 59 403

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 81 579 73 515

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 73 486 61 399

玉 穂

糸 魚 川 ― 静 岡 構 造 線 地 震 84 610 77 554

東 海 地 震 －10 －116 －10 －116

南関東直下プレート境界地震 －６ －72 －6 －72

釜 無 川 断 層 地 震 －16 －179 －16 －179

藤 の 木 愛 川 断 層 地 震 －13 －152 －13 －152

曽 根 丘 陵 断 層 地 震 －18 －204 －18 －204

豊 富

糸 魚 川 ― 静 岡 構 造 線 地 震 －10 －116 －10 －116

注 入院対応能力＝地震後の対応可能入院患者数－入院需要量（平常時の１日当たり在院患者数＋地震時の重

傷者数）

＝（市町村別病床数×医療機関使用可能率×ライフライン機能率）－入院需要量

＝（市町村別病床数×医療機関使用可能率×平常時空床率×ライフライン機能率）－地震時

の重傷者数

外来対応能力＝地震後の受入可能外来者数－外来需要量（地震時の軽傷者数）

＝（市町村別平常時外来患者数×医療機関使用可能率×ライフライン機能率）－地震時の軽

傷者数
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